
 

『Ｒ４年度の確定申告状況等 ｅ－Ｔａｘ本人申告は着実増加』 
 

 国税庁はこのほど、令和４年分の確定申告状況等についてまとめ発表した。概要は以下の通り。 

 ○申告人員は２，２９５万人（対前年比（以下同）＋０．４％）。そのうち申告納税額がある方は６５３万人

（▲０．５％）、その所得金額は４６兆３，０７２億円（同０．１％）、申告納税額は３兆６，８０１億円（▲２．９％）。

○土地等の譲渡所得の申告人員は５５万２千人（▲０．７％）。そのうち所

得金額がある方は３７万２千人（＋１．８％）、その所得金額は５兆４，３９２

億円（＋１２．１％）○株式等の譲渡所得の申告人員は１０８万３千人（▲

３．３％）。そのうち所得金額がある方は４８万９千人（▲２１．３％）、所得金

額は４兆６３０億円（▲１１．０％）。また、個人事業者の消費税に関して○

申告件数は１０５万５千件（▲７．１％）で、申告納税額は６，２７７億円（▲

０．６％）。贈与税の申告人員は４９万７千人（▲６．５％）。そのうち申告納

税額がある方は３７万９千人（▲２．５％）、その申告納税額は３，２００億円

（▲３．８％）。ｅ－Ｔａｘで申告した方は、所得税等で１，０７５ 万７千人（＋

１６．６％）。そのうち、納税者本人がｅ－Ｔａｘで申告書提出した方は５９１

万９千人（＋３３．８％）に上った。 

 

『人口動態統計の出生率 ８０万人台割り込み過去最少』 
 

 厚生労働省はこのほど、２０２２年の人口動態統計（概数）を取りまとめ、公表した。出生数は７年連続で

減少。過去最少だった２１年を４万８７５人下回る７７万７４７人となり、初めて８０万人台を割り込んだ。合

計特殊出生率は過去最低の１．２６で前年の１．３０より０．４ポイント低

下。都道府県別で最も高かったのは沖縄県で１．７０。次いで宮崎県１．

６３、鳥取県１．６０、長崎県・島根県１．５７の順。一方、最低は東京都の

１．０４。宮城県１．０９、北海道１．１２、埼玉県・神奈川県１．１７と続く結

果となった。 

 死亡数は１５６万８９６１人で前年から１２万９１０５人増加。人口の自然

減は、前年より７９万８２１４人減り、１６年連続での減少となった。死因の

最多はがん（悪性新生物）の３８万５７８７人（２４．６％）。次いで、心疾患

（高血圧性を除く）２３万２８７９人（１４．８％）、老衰１７万９５２４人（１１．

４％）、脳血管疾患１０万７４７３人（６．８％）の順。婚姻件数は５０万４８７

８組で前年より３７４０組増加。平均初婚年齢は夫３１．１歳（前年比プラ

ス０．１歳）、妻２９．７歳（前年比プラス０．２歳）と男女ともに上昇した。一

方、離婚件数は１７万９０９６組で、前年から５２８８組減少している。 
              

出典元：日本中小企業経営支援専門家協会(JPBM) ※本記事・内容の無断転載を禁じます 
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